
ク
ラ
ウ
ド
型

健
康
管
理

特
殊
健
康
診
断
に
対
応

ｉ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
が﹁
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
ｌ
ｙ
﹂開
発

大
手
企
業
特
有
の
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
性
に
も
対
応

Ｄ
Ｘ
不
動
産
推
進
協
会
が
発
足

取
引
の
全
面
電
子
化
目
指
す

ローカル５Ｇ対応ルーター

「ＨＷＧ――Ｖ」を発売
ハイテクインター

国
交
省

モ
デ
ル
事
業
募
集

住
宅
市
場
活
用

の
空
き
家
対
策

空
き
家

古
民
家

移
築
Ｐ
Ｊ
を
開
始

全
国
古
民
家
再
生
協
会

日建リース工業

「はーとふる農園愛川」開設
仮設材を活用

賃
貸
ア
プ
リ
に
印
影
機
能
追
加

Ｇ
Ｍ
Ｏ
　

Ｒ
ｅ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ第

一
二
類
危
険
箇
所
に
対
応

レ
デ

オ

ク
Ｅ
Ｘ
ヴ

ル
ノ

岩崎電気

﹁
建
設
業
界
を
底
上
げ
﹂

ｉ
│
Ｃ
ｏ
ｎ
人
材
育
成
へ
拠
点

関東地整
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ChallengeChallenge
チャレンジ

Ｓ
ｕ
ｂ
６
帯
域
サ
ポ

ト
に
よ
り
重
機

操
作
や
屋
外
で
の
４
Ｋ
映
像
伝
送
に

（３） ＜第三種郵便物認可＞２０２１年（令和３年）４月２２日＜木曜日＞

クラウド型健康管理システム「Ｃａｒｅｌｙ
（ケアリィ）」

　
２
０
２
０
年
に
労
働
安
全
衛

生
法
施
行
令
︵
安
衛
令
︶
が
一

部
改
正
さ
れ

建
設
業
に
も
大

き
な
影
響
が
あ

た

﹁
溶
接

ヒ


ム
﹂

が
神
経
障
害

な
ど
を
引
き

起
こ
す
恐
れ

が
あ
る
と
し

て

新
た
に

特
定
化
学
物

質
障
害
予
防

規
則
の
規
制

対
象
に
追
加

さ
れ
た
こ
と

だ

４
月
か
ら
改
正
法
に
基
づ

き

金
属
ア

ク
溶
接
等
作
業

に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し

特
殊
健
康
診
断
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
る


　
ク
ラ
ウ
ド
型
健
康
管
理
シ
ス

テ
ム
﹁
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
ｌ
ｙ
︵
ケ
ア

リ

︶
﹂
を
開
発

提
供
す
る

ｉ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
︵
渋
谷
区
︶
は


危
険
有
害
業
務
に
従
事
す
る
労

働
者
の
健
康
管
理
と
し
て

特

殊
健
康
診
断
の
検
査
結
果
を
保

管
・
管
理
す
る
機
能
の
提
供
を

開
始
し
た
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
ｌ
ｙ
は


企
業
の
健
康
管
理
を
効
率
化

し

従
業
員
の
健
康
か
ら
発
生

す
る
労
務
リ
ス
ク
を
可
視
化


健
康
診
断
や
ス
ト
レ
ス
チ



ク

長
時
間
労
働
対
策
と
い


た
健
康
管
理
を
ク
ラ
ウ
ド
で
一

元
管
理
し

人
事
労
務
担
当
者

の
業
務
負
担
を
削
減
す
る


建
設
系
企
業
で
は

メ
タ
ウ



タ

な
ど
が
活
用
し
て
い

る


　
製
造
業
や
建
設
業
を
中
心
と

し
た
﹁
有
害
な
作
業
環
境
下
で

働
く
労
働
者
﹂
を
持
つ
企
業
に

は

特
殊
健
康
診
断
の
実
施
を

義
務
付
け
て
い
る

特
殊
健
康

診
断
は

年
１
回
受
診
す
る

一
般
的
な
健
康
診
断
と
異
な

り

職
業
性
疾
病
を
早
期
に

発
見
し

治
療
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
目
的

産
業
医
で
ｉ
Ｃ
Ａ

Ｒ
Ｅ
代
表
の
山
田
洋
太
氏
は

﹁
働
く
場
所
・
取
り
扱
う
物
質

・
作
業
時
間
・
労
働
者
の
作
業

歴
な
ど
に
よ
り

い
つ
ど
の
よ

う
な
健
康
診
断
を
実
施
す
る
か

は

複
雑
な
健
康
管
理
の
一

つ

今
後
は
業
務
歴
の
記
録

や
産
業
医
・
衛
生
管
理
者
に
よ

る
管
理
機
能
を
順
次
提
供
し
て

い
く

健
康
診
断
管
理
の
Ｄ
Ｘ

を
実
現
し

担
当
者
の
業
務
効

率
化
を
サ
ポ

ト
し
て
い
き
た

い
﹂

　
特
殊
健
康
診
断
の
実
施
件
数

も
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る

従

来
の
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
を

改
修
す
る
他

シ
ス
テ
ム
の

乗
り
換
え
を
検
討
す
る
企
業

も
増
え
て
い
る

山
田
氏
は

﹁
情
報
を
長
期
に
わ
た

て
紙

で
保
持
す
る
こ
と
は
リ
ス
ク
が

伴
う

デ


タ
で
一
元
化

す
る
こ
と

が

健
康
状

態
を
把
握
し

て
い
く
有
効

な
手
段
に
な

る

ク
ラ
ウ

ド
の
メ
リ


ト
を
生
か
し

つ
つ

カ
ス

タ
マ
イ
ズ
性

を
両
立
し
た

機
能
も
提
供

し
て
い
き
た

い
﹂
と
話

す


　
不
動
産
取
引
の
電
子
化
を
目
的
と
す
る
一
般
社
団

法
人
Ｄ
Ｘ
不
動
産
推
進
協
会
が
発
足

都
内
で
設
立

総
会
を
開
い
た

代
表
理
事
に
就
任
し
た
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ

ｔ
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
︵
渋
谷
区
︶
代
表
取
締
役
の
古
木
大
咲

氏
は
﹁
巨
大
市
場
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
ナ
ロ

グ
な
不
動
産
業
界
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ

で
変
え
る
﹂
と

決
意
を
表
明
し
た


あ
い
さ
つ
す
る
古
木
代
表

理
事

　
国
土
交
通
省
は

２
０
２

１
年
度
の
住
宅
市
場
を
活
用

し
た
空
き
家
対
策
モ
デ
ル
事

業
の
募
集
を
始
め
た

応
募

期
限
は
５
月

日


　
対
象
事
業
は

地
方
公
共

団
体
と
民
間
が
連
携
し
た
空

き
家
に
関
す
る
相
談
窓
口
の

整
備

住
宅
市
場
を
活
用
し

て
抜
本
的
解
決
を
図
る
モ
デ

ル
的
取
り
組
み
︵
民
間
事
業

者
が
主
体
︶

補
助
率
は
定

額
補
助

事
業
期
間
は




年
度


　
空
き
家
対
策
を
加
速
す
る

た
め

モ
デ
ル
的
な
取
り
組

み
を
支
援
し

成
果
の
全
国

展
開
を
図
る


　
Ｇ
Ｍ
Ｏ
　
Ｒ
ｅ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

︵
渋
谷
区
︶は
﹁
Ｇ
Ｍ
Ｏ
賃

貸
Ｄ
Ｘ
オ

ナ

ア
プ
リ
﹂

と
﹁
Ｇ
Ｍ
Ｏ
賃
貸
Ｄ
Ｘ
入
居

者
ア
プ
リ
﹂
の
電
子
契
約
部

で

複
数
の
契
約
書
に
一
括

で
印
影
で
き
る
機
能
を
追
加

し
た


　
電
子
契
約
は

賃
貸
借
契

約
や
更
新
契
約
時
に

契
約

の
締
結
か
ら
管
理
ま
で
ア
プ

リ
上
で
完
結
す
る
も
の

今

回
の
追
加
に
よ
り

電
子
契

約
処
理
時
に
一
枚
ず
つ
処
理

し
て
い
た
コ
ス
ト
を
抑
制
す

る
他

不
動
産
管
理
会
社
オ


ナ

や
入
居
者
な
ど
の
手

間
も
削
減
で
き
る

ま
た


手
書
き
サ
イ
ン
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
印
影
機
能
も
追
加
し
た
こ

と
で

利
用
者
の
希
望
に
合

わ
せ
た
対
応
を
取
る
こ
と
が

可
能
に
な

た


　
詳
細
は
ウ

ブ︵https:/

/chintaidx.com/

︶


　
問
い
合
わ
せ
先
は
電
話
０

３︵
６
４
１
６
︶５
５
０
０


一括印影を追加したアプリ活用
のイメージ

　
岩
崎
電
気︵
中
央
区
︶は


ゾ

ン
１
︵
第
一
類
危
険
箇

所
︶
と
ゾ

ン
２
︵
第
二
類

危
険
箇
所
︶
対
応
の
防
爆
形

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
﹁
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ｉ
ｏ
ｃ
　
Ｅ
Ｘ
　
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｎ

Ｏ
︵
レ
デ

オ

ク
Ｅ
Ｘ
ヴ


ル
ノ
︶
﹂

写
真

を
発

売
し
た


　
可
燃
性
ガ
ス
や
粉
じ
ん
の

爆
発
に
よ
る
災
害
を
防
ぐ

防
爆
形
構
造
で

常
時


度
の
高
温
環
境
で
使
用
で

き
る

従
来
の
防
爆
形
蛍
光

灯
器
具
と
比
べ
て

器
具
全

長
が
３
分
の
１
以
下

質
量

が
半
分
以
下
で
コ
ン
パ
ク
ト

に
な

た

ま
た

固
有
エ

ネ
ル
ギ

消
費
効
率
は
１
６

６
・
７
ル

メ
ン
で

消
費

電
力
を
約


％
削
減
す

る


　
問
い
合
わ

せ
先
は
Ｃ

Ｓ
セ
ン
タ


　
電
話

０
４
８
︵
５

５
４
︶
１
１

２
４


　
全
国
古
民
家
再
生
協
会

︵
杉
本
龍
一
理
事
長
︶
は


古
民
家
移
築
推
進
機
構
︵
福

田
徹
理
事
長
︶
と
連
携
し


地
域
の
空
き
家
と
な

た
古

民
家
を
移
築
し
て
循
環
・
活

用
す
る
プ
ロ
ジ

ク
ト
を
開

始
し
た


　
現
在

空
き
家
と
さ
れ
る

建
物
は
全
国
に
８
４
６
万
棟

あ
り

そ
の
う
ち

％
程
度

が
１
９
５
０
年
の
建
築
基
準

法
制
定
前
の
古
民
家
と
い

う

空
き
家
を
解
体
し

廃

棄
せ
ず
他
の
地
域
に
移
築
す

る
こ
と
で

空
き
家
の
課
題

解
決
を
図
る

自
治
体
と
の

連
携
も
視
野
に
入
れ
る


　
詳
細
は
ウ

ブ︵https:/

/kominka-yui.jp/

︶


　
問
い
合
わ
せ
先
は
電
話
０

３︵
６
８
９
０
︶０
６
４
１


　
産
業
用
無
線
通
信
機
器
メ


カ

の
ハ
イ
テ
ク
イ
ン
タ


︵
渋
谷
区
︶
は

キ

リ

ア
・
ロ

カ
ル
５
Ｇ
対
応
の

デ

ア
ル
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ル

タ


﹁
Ｈ
Ｗ
５
Ｇ

３
２
０
０


Ｖ
２
﹂
を
発
売
し
た

Ｓ
ｕ

ｂ
６
帯
域
を
サ
ポ

ト
す
る

こ
と
で

重
機
操
作
や
屋
外

の
４
Ｋ
映
像
伝
送
に
使
う
５

Ｇ
環
境
を
構
築
す
る


　
５
Ｇ
に
対
応
で
き
る
ル


タ

は
動
作
温
度
が
０
度



度
程
度
で

連
続
稼
働
の

際

熱
暴
走
な
ど
の
動
作
不

良
が
起
こ
る
課
題
が
あ

た

と
い
う


　
動
作
温
度
は
マ
イ
ナ
ス


度

プ
ラ
ス


度
と
広

く

温
度
条

件
が
厳
し
い

場
所
で
設
置

で
き
る

通

信
速
度
の
最

大
速
度
理
論

値
は

下
が

り
︵
受
信
︶

が
４
Ｇ
ｂ
ｐ

ｓ

上
り

︵
送
信
︶
が

７
０
０
Ｍ
ｂ

ｐ
ｓ
と
な

り

４
Ｋ
映

像
な
ど
大
容

量
デ

タ
の

転
送
も
可
能

に
な
る

ロ


カ
ル
５
Ｇ

に
割
り
当
て

ら
れ
て
い
る

４
・
６

４
・
９


の
Ｓ

ｕ
ｂ
６
周
波
数
帯
域
を
サ
ポ


ト
し

Ｓ
Ａ
と
Ｎ
Ｓ
Ａ
の

両
方
式
で
利
用
で
き
る


　
問
い
合
わ
せ
先
は
電
話
０

３︵
５
３
３
４
︶５
２
６
０


　
総
合
レ
ン
タ
ル
業
の
日
建

リ

ス
工
業
︵
関
山
正
勝
代

表
取
締
役
社
長
︶
は

神
奈

川
県
愛
川
町
に
仮
設
材
を
活

用
し
た
農
園
﹁
は

と
ふ
る

農
園
愛
川
﹂
を
開
設
し
た


写
真


　
同
施
設
は

愛
川
町
や
県

央
地
域
の
行
政

障
が
い
者

支
援
機
関

特
別
支
援
学
校

と
連
携
し
た
障
が
い
者
農

園

仮
設
材
を
活
用
し

耐

候
性
の
高
い
ビ
ニ

ル
ハ

ウ
ス
と
砂
を
培
地
に
し
た

高
設
栽
培
シ
ス
テ
ム
に
よ

り

障
が
い
者
が
安
全
で
働

き
や
す
い
職
場
と
し
て
整
備

し
て
い
る

約
１
０
０
人
の

障
が
い
者
雇
用
を
創
出
す

る


　

日
の
開
所
式
に
は

愛

川
町
の
小
野
澤
豊
町
長
ら
関

係
者
が
集
ま
り

テ

プ
カ


ト
を
行

た
他

栽
培
が

進
む
ベ
ビ

リ

フ
の
農
園

も
見
学
し
た


　
関
山
社
長
は
自
社
が
取
り

組
ん
で
い
る
多
種
多
様
な
事

業
を
紹
介
す
る
と
と
も
に


﹁
愛
川
町

神
奈
川
県
の

発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
﹂
と
語

た

愛
川
町

の
小
野
澤
町
長
は
﹁
こ
の
地

に
し

か
り
根
を
張
り

農

福
連
携
の
大
き
な
花
を
咲
か

せ
て
ほ
し
い
﹂
と
期
待
を
述

べ
た


︵
左
か
ら
︶
川
俣
裕
行
セ

ン
タ

長

土
井
局
長


小
澤
教
授

　
古
木
代
表
は
﹁
業
務
効
率

化
の
観
点
に
と
ど
ま
ら
ず


こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
顧
客
と
従

業
員
を
守
る
意
味
で
も
Ｄ
Ｘ

︵
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ



メ

シ

ン
︶は
重
要


あ
ら
ゆ
る
取
引
の
全
面
電
子

化
と
と
も
に

分
散
し
て
い

る
不
動
産
の
履
歴
情
報
の
一

元
化
や
構
築
し
た
ビ

グ
デ


タ
の
有
効
活
用
に
も
取
り

組
む
﹂
と
述
べ
た


　
来
賓
か
ら
は
西
村
康
稔
経

済
再
生
・
コ
ロ
ナ
対
策
担
当

大
臣
が
祝
辞
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
た
の
に
続
き

国
土
交

通
省
の
青
木
由
行
不
動
産
・

建
設
経
済
局
長
が
登
壇

国

交
省
で
の
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
た

﹁
実

証
実
験
を
経
て

不
動
産
売

買
取
引
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す

る
Ｉ
Ｔ
重
説
︵
重
要
事
項
説

明
︶
を
こ
の
４
月
か
ら
ス
タ


ト
し
た

次
な
る
段
階
と

し
て

契
約
書
面
の
ペ

パ


レ
ス
化
を
目
指
す

宅
建

業
法
の
改
正
を
今
国
会
に
提

出
し
審
議
待
ち
の
状
態
だ
﹂

と
話
す
と
と
も
に

新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
﹁
本
年
度

は
不
動
産
共
通
Ｉ
Ｄ
の
構
築

に
向
け
た
ル

ル
づ
く
り
に

着
手
す
る
﹂
と
語

た


　

❶
面
関
連

国
土
交
通

省
関
東
地
方
整
備
局
は


日

イ
ン
フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ

︵
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ



メ

シ

ン
︶
に
向
け

た
官
民
人
材
の
育
成
拠
点
と

な
る
﹁
関
東
Ｄ
Ｘ
・
ｉ
│
Ｃ

ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

人
材
育
成
﹂
の
開
所
式
を
関

東
技
術
事
務
所
︵
千
葉
県
松

戸
市
︶
で
行

た

土
井
弘

次
局
長
は

﹁
セ
ン
タ

は

人
材
育
成
の
中
心
的
な
役
割

を
担
う
﹂
と
強
調

本
局

︵
さ
い
た
ま
市
中
央
区
︶
に

設
け
た
Ｄ
Ｘ
ル

ム
と
と
も

に
﹁
オ

ル
関
東
で
建
設
業

界
の
底
上
げ
に
取
り
組
む
﹂

と
決
意
を
述
べ
た


　
来
賓
の
東
京
大
学
大
学
院

の
小
澤
一
雅
教
授
は

﹁
土

木
技
術
と
情
報
通
信
技
術
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
人
材
が
求
め
ら
れ
る
﹂
と

指
摘
し
て

セ
ン
タ

の
今

後
の
取
り
組
み
に
期
待
を
寄

せ
た


　
セ
ン
タ

で
は
受
発
注
者

双
方
を
対
象
と
し
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ

／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
研
修
や

民
間
を

中
心
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
講

習

国
交
省
職
員
向
け
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
研
修
を
予
定


初
弾
と
し
て


日
か
ら
民

間
向
け
の
３
次
元
デ

タ
計

測
講
習
の
受
講
者
を
募
集
し

て
い
る

ウ

ブ
講
習
の
配

信
や

ロ

カ
ル
５
Ｇ
な
ど

の
先
端
技
術
の
試
行
な
ど


情
報
発
信
拠
点
と
し
て
も
活

用
す
る



